
おたふくかぜワクチンの接種を受けられる方へ 
 

〈ワクチンの効果と副反応〉 

① おたふくかぜワクチンの効果 

 おたふくかぜワクチンは弱毒生ワクチンで、身体の中でワクチンウイルスが増え、抗体ができます。抗体はワク 

チン接種を受けた 90％前後の人にでき、おたふくかぜに対する免疫はワクチン接種 2週後からできます。おた 

ふくかぜの潜伏期間にワクチン接種を受けても、特におたふくかぜの症状が重くなるようなことはありません。 

② おたふくかぜワクチン接種後の副反応 

 おたふくかぜワクチン接種後 2～3週ごろに、発熱、耳下腺の腫れ、嘔吐、咳、鼻汁等の症状があらわれることがあ

ります。これらの症状は通常、数日中に消失します。接種後3週前後に、発熱、頭痛、嘔吐等の症状が見られる無菌

性髄膜炎が数千人に 1 人程度の頻度、接種後数日から 3 週前後に紫斑、鼻出血、口腔粘膜出血等症状の見られ

る血小板減少性紫斑病が 100万人に 1人程度の頻度で、また、頻度は不明ですが、急性散在性脳脊髄炎や脳炎・

脳症、急性膵炎があらわれることがあります。まれに難聴、精巣炎があらわれたとの報告があります。 

 接種後（30 分間程度）にショック、アナフィラキシー（蕁麻疹、呼吸困難、血管浮腫等）がまれにあらわれることがあ

ります。 

 

〈予防接種を受けることができない人〉 

①  明らかに発熱している方(37.5℃以上) 

② 重い急性疾患にかかっている方 

③ 本剤の成分〔カナマイシン、エリスロマイシン（抗生物質）等〕により、アナフィラキシーを起こしたことがある方 

④ 医師より免疫不全等の診断を受けた方または免疫抑制をきたす治療を受けている方 

⑤ 妊娠している方および妊娠している可能性のある方 

⑥ その他、医師に接種が不適当な状態であるという診断を受けた方 

 

〈予防接種を受ける際に、医師とよく相談しなくてはならない人〉 

① 発育が遅く、医師や保健師の指導を継続して受けている人 

② カゼなどのひきはじめと思われる人 

③ 心臓病、腎臓病、肝臓病、血液の病気などの基礎疾患がある人 

④ 予防接種を受けたときに、2 日以内に発熱、発しん、じんましんなどのアレルギーを疑う症状がみられた人 

⑤ 今までにけいれんを起こしたことがある人 

⑥ 過去に免疫不全と診断されたことがある人および近親者に先天性免疫不全症の人がいる人 

 

〈予防接種を受けたあとの注意〉 

①  予防接種を受けたあとの 30 分程度は体調に変化がないか慎重に様子をみましょう。すぐに医師と連絡がとれ

るようにしておきましょう。急な副反応が、この間に起こることがまれにあります。 

② 接種後、1 週間は副反応の出現に注意しましょう。 

③ 接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は差し支えありませんが、接種部位をこすることはやめましょう。 

④ 接種当日は接種前も含め、はげしい運動は避けましょう。 

⑤ 接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、速やかに医師の診察を受けましょう。 
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